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はじめに

土壌断面をそのままの姿で採取または樹脂で裏打ちして剥ぎ取つた標本を上壌モノリスと呼

ぶ。旧農業技術研究所の土壌第 3科において土壌モノリスの収集が始められ、その後農業環境

技術研究所に引き継がれ四半世紀が過ぎた。当初、我が国の代表的な土壌断面を収集すること

から始められてきたが、現在まで収集された土壌モノリスは 143点に達し、他機関から寄贈さ

れたり、海外から収集された土壌モノリスを合わせると 200′点あまりになつている。これらの

土壌断面標本は、研究 。調査対象の土壌が全体の中でどこに位置づけられるかを検討する上で

重要な基準断面になる。すなわち基準断面と比較検討することにより、当該土壌が分類上どこ

に位置するかを同定できる。

今日では、このような土壌モノリスの収集は、国内外を問わず広く行われるようになり、研

究と教育用資材としてさまざまな場所で活用されている。写真は台湾の農業試験場 (台 中市 )

の土壌モノリス館内部である。台湾の主要な土壌について、分布、特性や利用などの解説とと

写真 1 台湾農業試験場の土壊モノリス館内部
も
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研究標本館 :土壌モノリス館

に展示 されてお り、土壌に関する理解の促進に貢献 している。

平成17年度採取土壌モノリス

No 139 典型湿性黄色土
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地点 :二重県多気町津留

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 砂

堆積様式 :運積成 水成 河成
地形 :低地 谷底平野 平坦面、河岸段丘 2段 目
標高 :47m

土地利用 :水田

人為 :湛水灌漑

地目 :水 田

排水状態 :排水良好

0～ 17 cln、 平坦明瞭、25Y3/2(野外)、 有機物富む、埴壌土、礫あり、粒状構造、粘着性中、

可塑性中、細根あり、半湿、堅密度 5

17～ 24 cm、 平坦明瞭、25Y3/3(野 外 )、 糸根状斑紋含む及び点状マンガン斑あり、有機物含

む、埴壌土、未風化亜角細礫あり、中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、細孔隙あ

り、細根まれにあり、半乾、堅密度 23

24～ 36 cm、 平坦漸変、25Y4/3(野 外 )、 マンガン斑あり及び糸根状斑紋含む、有機物あり、

埴壌上、石礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、細孔隙含む、根なし、半
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湿、堅密度 25

36～ 84 cm、 平坦漸変、25Y4μ (野外 )、 マンガン斑あり及び糸状斑紋まれにあり、有機物あ

り、埴壌土、石礫なし、弱度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、細孔隙含む、根なし、

半湿、堅密度 24

84～ 108 cm、 25Y4/4(野 外 )、 マンガン斑あり、有機物なし、砂壌土、石礫なし、弱度の中亜

角塊状構造、粘着性中、可塑性弱、細孔隙あり、根なし、半湿、堅密度 20

地点 :二重県大台町柳原,道路下採礫穴断面

母岩 :区分 火山砕屑物、種類 火山灰

堆積様式 :運積成 風成
地形 :低地 谷底平野 平坦面、河岸段丘 1段 目
標高 :44m

土地利用 :樹園地、茶園跡

地 目 :樹園地

0～ 20 cm、 平坦漸変、10YR2/2(野外 )、 有機物すこぶる富む、埴壌土、礫あり、弱度の小亜

角塊状構造、粘着性中、可塑性中、小孔隙富む、中根あり及び細根含む、半乾、堅密度 12

20～ 32 cm、 平坦漸変、10YR2/2(野外 )、 有機物すこぶる富む、埴壌土、礫あり、弱度の中亜

角塊状構造、粘着性中、可塑性中、細孔隙含む、中根あり及び細根あり、半乾、堅密度 18

32～ 47 cm、 波状漸変、10YR2/1(野外 )、 有機物すこぶる富む、埴壌土、礫あり、強度の中亜

角塊状構造、粘着性中、可塑性中、細孔隙含む及び粗孔隙あり、中根まれにあり及び細根あ

り、半乾、堅密度 18

47～ 59 cm、 平坦漸変、10YR3/3(野外 )、 有機物含む、埴壌土、弱度の中亜角塊状構造、粘着

No 140 下層台地黒ボク土

沐」ず驚積凛
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性中、可塑性中、細孔隙含む及び粗孔隙あり、細根あり、ミミス
゛
の穴あり、半乾、堅密度 21

59～ 100 cm、 平坦明瞭、10YR5/4(野外 )、 有機物なし、埴壌土、中度の中亜角塊状構造、粘

着性中、可塑性中、細孔隙あり、半乾、堅密度 24

100～ HO cm、 10YR5μ (野外 )、 有機物なし、砂質埴壌土、弱～中の亜角塊状構造、粘着性弱、

可塑性弱、細孔隙含む、半乾

地点 :茨城県五霞町江川

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 砂

堆積様式 :運積成 水成 河成 氾濫原成

地形 :低地 氾濫平野 平坦面

標高 :9m

土地利用 :水 田

地 目 :水田

排水状態 :排水良好、地下水面 :120cm

O～ 10 om、 平坦明瞭、10Y4/1(野外 )、 有機物富む、軽埴土、石礫なし、弱度の中亜角塊状構

造、粘着性中、可塑性中、細孔隙あり及び中孔隙あり、堅密度 15

10～ 21 cm、 波状明瞭、10Y3/1(野外 )、 糸根状 7 5YR3/4斑 鉄あり及び膜状 7 5YR3/4斑 鉄あ

り、有機物含む、軽埴土、中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性 中、細孔隙あ り、Fe

即時鮮明、堅密度 19、 備考 :すき床あり

23～ 30 cm、 平坦明瞭、75Y4/1(野 外 )、 糸根状 10YR4/4斑 紋あり、有機物あり、軽埴土、中

度の中亜角塊状構造、粘着性強、可塑性強、あり、細孔隙あり、堅密度 23

No.141褐色低地土

―-43-―



ィ )/レベミン/ト リーー  385手手   (2006)

30～ 43 cm、 平坦明瞭、75Y4/1(野 外)、 糸根状 10YR4/4斑紋あり、有機物なし、軽埴土、石

礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、細孔隙あり、堅密度 23

43～ 57 cm、 波状明瞭、75Y4/1(野 外)、 糸根状 10YR4/4斑紋あり及び管状 10YR4/4斑紋あり、

有機物なし、壌質砂土、石礫なし、弱度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、細孔隙あ

り、堅密度 20

57～ 67 cm、 平坦明瞭、75Y4/1(野 外 )、 管状 7.5YR4/4斑紋あり、有機物なし、壌質砂土、石

礫なし単粒状構造、粘着性強、可塑性強、細孔隙あり、Fc即時極鮮明、堅密度 19

67～ H5cm、 75Y3/2(野 外 )、 有機物なし、重埴土、石礫なし屑粒状構造、細孔隙あり、Fe呈

色なし、堅密度 9

No.142 赤色土

地点 :岩手県北上市金成  (市土砂採取場 )
母岩 :区分 未固結堆積物、種類 礫

堆積様式 :運積成 水成 河成 段丘成
母材備考 :洪積堆積物

標高 :158m

植生 :常緑針葉樹林、アカマツ林 ;ス スキ,マ ツ,ササ

0～ 5 cm、 波状明瞭、2.5Y3/3(野 外 )、 有機物含む、軽埴土、石礫なし、弱度の粒状構造及び

弱度の小亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、細根富む及び中根含む、半湿、堅密度 19

5～ 20 cln、 不規則漸変、25Y3/4(野 外)、 斑紋あり、有機物あり、軽埴土、石礫なし、中度の

小亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、中根含む及び細根含む、半湿、堅密度 24

20～ 140 cm、 波状明瞭、25Y3/4(野 外 )、 マンガン斑あり、有機物あり、軽埴土、石礫なし、
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中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、中孔隙あり及び細孔隙含む、中根あり、半湿、

堅密度 24

140～ 165 cm、 10R4/6(野外 )、 マンガン斑あり、有機物なし、軽埴土、石英斑岩風化あり、中

度の中、粘着性中、可塑性中、中孔隙あり及び細孔隙含む、中根あり、半湿、堅密度 23

解説 :赤色上の赤色の原因は、赤鉄鉱系の鉄酸化物に由来する。黄色土などの黄色 (黄褐色)

の原因は黄鉄鉱系の鉄酸化物に起因する。熱帯では赤色を呈する土壌が広くみられるように、

鉄酸化物が赤鉄鉱系になるためには、より高温が有利である。沖縄、小笠原地方を除く現在の

日本の気温条件は、赤鉄鉱が生成するには低いとされている。しかしながら、この土壌のよう

な赤色系の土壌は、広く北海道まで分布しする。これらは、過去に現在より数度温度の高い時

代があり、その時期に生成した化石土壌とされている。鉄酸化物の結晶化度で赤色土と黄色土

を区別しようという試みはあるが、十分には分離できない。これは赤色土は、黄色土の一部を

形成している (農耕地上壌分類第 3次改訂版,1995,図 3参照)こ とに起因する。土色以外の

点では赤色土と黄色上の区別はできない。

地点 :群馬県片品村

母岩 :区分 火山砕屑物、種類 火山灰

堆積様式 :運積成 風成

標高 :996m

植生 :常緑針葉樹林、スギ林 ;カ ラマツ,ス ギ,ヒ ノキ

排水状態 :乾 田

-17～ O cm(0)

0～ H cln(Al)、 平坦画然、10YR1 7/1(野外 )、 斑紋なし、結核なし、有機物すこぶる富む、

No.143 火山放出物未熟土
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砂壌土、石礫なし、弱度の細粒状構造の構造、粘着性弱、可塑性弱、被覆なし、細根富む及

び中根含む、半湿、堅密度 5

H～ 31 cm(A2)、 波状画然、10YR6/6(野外)、 斑紋なし、結核なし、有機物すこぶる富む、

砂壌土、弱度の小亜角塊状構造及び中度の粒状構造、粘着性弱、可塑性弱、被覆なし、細孔

隙あり、細根あり及び中根あり、堅密度 16

31～ 63 cm(2C)、 平坦画然、10YR6/6(野外)、 礫土、軽石半風化亜角細礫礫土

63～ 83 cm(3Al)、 平坦判然、10YRl.7/1(野外)、 斑紋なし、結核なし、有機物すこぶる富む、

埴壌土、中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性弱、被覆なし、細孔隙あり及び中孔隙あ

り、大根あり及び中根あり、半湿、堅密度 20

83～ Hl cm(3A2)、 波状明瞭、10YR2/2(野外 )、 斑紋なし、結核なし、有機物含む、埴壌土、

中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性弱、被覆なし、細孔隙あり及び細孔隙あり、大根

あり及び中根あり、半湿、堅密度 25

lH～ 143 cm(4Bwl)、 平坦明瞭、10YR5/6(野外)、 斑紋なし、結核なし、有機物あり、埴壌

土、中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性弱、被覆なし、細孔隙あり及び小孔隙あり、

半湿、堅密度 23

143～ 183 cm(4Bw2)、 10TR4/6(野 外)、 斑紋なし、結核なし、有機物あり、埴壌土、壁状構

造、粘着性中、可塑性弱、被覆なし、細孔隙あり及び小孔隙あり、半湿、堅密度 30

解説 :利根川支流の一つ、片品川の河岸段丘上にあり、榛名ニツ岳伊香保 (Hr…FP、 6世紀中

葉)お よび浅間板鼻褐色 (As―BP、 2万～ 25万年前)の軽石層が認められる断面である。農
耕地上壌の分類第 2次案改訂版では、表層腐植質黒ボク土 (四家統)に分類されていた。表層
から31 cmま では、Hr…FP以降の降灰で 1400年程度しか経過しておらず、リン酸吸収係数も

1500に 満たない。そのため農耕地土壌分類第 3次改訂版 (1995)で は、腐植質火山放出物未

熟土に分類される。
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